
講演会のご案内

野口英世博士が退任する日
‐キャッシュレス化の現状と課題-

日時
2019年5月15日（水）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場

日経茅場町カンファレンスルーム
東京都中央区日本橋茅場町2-6-1
日経茅場町別館地下1階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にて電子マネー/現金でお支払
い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、検定
会員補、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
TEL 03-3666-1515
FAX 03-5640-4529
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

小早川 周司（こばやかわ しゅうじ）氏
明治大学 政治経済学部 教授

わが国では、キャッシュレス化を進めるための民間主導の新しいサービスが
次々と登場している。こうしたサービスが浸透すると、中央銀行が発行する
紙幣はどうなるのか。一つの可能性としては、中央銀行が紙幣に代わって、
デジタル化された法定通貨―いわゆる中銀デジタル通貨―を発行するよう
になることが考えられる。講演では、中銀デジタル通貨の検討を進める海外
の事例を参考にしながら、それが金融システムやマクロ政策に及ぼす影響を
みていく。

講演内容

一橋大学経済学部卒業後、英オクスフォード大学大学院にて経済学博士
号(D.Phil)を取得。日本銀行調査統計局経済統計課長、企画局参事
役、決済機構局参事役等を経て2019年より現職。日本銀行在職中に、
ブロックチェーン技術に関する欧州中央銀行との共同プロジェクトを主導した
ほか、国際決済銀行の中央銀行デジタル通貨に関する報告書の執筆等を
担当。

講師

申込み期限
2019年
5月8日（水）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

地 図 こちら

申込はこちら

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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